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放
免
は
ア
デ
ン
よ
り
す
る
LjBの
多
く
日
本
と
の
直
接
取
引
は
少
い
.i

囲
み
に
こ
の
樹
の
醗
川
品
ほ
釧
排
､
皮
革
へ
毛
放
'
現
場
'
象
牙
等
で

こ
の
中
に
は
枚
洲
市
場
私
へ
て
闘
技
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日
不
に
入
る
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わ
が
あ
る
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市

ウ
ル
か
イ
問
の
蹄
工
難
の
中
心
で
､

大
仰
進
数
の
敬
達
に
好
油
な
る
地

位
私
有
L
t
購
い
-
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プ

レ
ー
ト

潔
わ
か
か
へ
同
峰
に
火
:粥
洋
に
臨
む
'
北
藤

牧
は
牧
諮
腔

桝
の
火
常
滑

蝿
で
あ
っ
た
が
十
八
倣
紀
にこ
至
る
迄
=
の
.他
州
工

の
利
ハ舵
は
･Fhl
税
し
な

か
(･Lた
､
排
が

7
且
肉
の
冷
却
松
に
よ
っ
て
鮮
肉
も
長
抑
酢
に
輸
送
す

る
=
と
が
敬
桝
さ
れ
て
か
ら
.
ニ
ー
に
大
牧
讃
柴
が
起
る
と
同
時
に
=

の
市
-
亦
俄
か
に
膨
大
し
て
き
た

の

で
あ
る
O
‥
の
蹄
は
人
目
四
十
二

湖
二
千
､
回
は
人
目
の
四
分

f
弧
み
鵠
申
し
南
港
の
都
骨
の

中で
は
叔

近
代
的
の
t火
都
骨
で
あ
る
又
共
編
既
の
弟
ほ
し
い
=
と
i
有
名
で
t
Ll

ス
封
シ
ト
ス
J
ラ
･･,
レ
ゾ
､
カ
ブ
｡
額
の
風
雅
在
米
す
る
外
人
の
爽
迎

年
に
千
み
以

て
数

へ
ろ

勢
で
あ
る
O
I
,の
港
は
二
十
七
択
吃
水
の
船
舶

が
沖
に
耕
附
に
な
る
'
梓

故
の
社
長

一
端
凹
千
粥
｡
こ
1
に
娘
粉
課
と

馳
解
析
が
鵠
申
し
て
'
肉
包
淡
紫
､
段
数
工
場
､
繊
工
場

等
も
塊
申
す
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セ
メ
ン
ト
､
家
鼻
､
蛸
草
'
靴
､
前
曲
'
桃
子
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跳
称
の
地
方
工

菜
J
あ
る
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そ
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貿
易

桝
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年
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位
五
千
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ペ
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す
G
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魔
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工
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於
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故
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舞

鹿

置

方

法
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寛
刑

餓
迫
布
地
総
局
工
琳
･S
か
末
成
り
如
4,川
版

物
,%
数
行
で
h:･計
韻
か
立

て
本
年
八
月
非
の
第

7
桝
が
現
れ
た
｡
尖
れ
に
は
二
〇
個
の
鱗
例
が
現

場
の
地
相
と
設
計
阿
と
共
に
証
明
さ
れ
て
居
る
｡
此
れ
か
潜
む
人
は
田

近
工
邸
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の
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地
幻
蜂
か
肘
や
く
今
日
此
の
l方
軒
に
椛
的
た
る

新
城
州
か
開
拓
せ
ん
と
す
る
岬
に
:::=
リ
､
土
水
･:教
が
此
の
方
fLem
に
馴
す

る
如
試
み
隅
現
し
て
肘
る
状
況
が
本
省
S
利
か
に
依
り
て
且
1'髄
北
さ
れ

た
靴
で
あ
る
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地
質
韓
の
恕
破
あ
る
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の
に
は
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兄
明
帖
な

る
事
故
の

原
田
も
土
木
･li
に
は
不
可
批
カ
な
る

完
川
に
露
ru
れ
て
仕
舞
ふ
現
金
が

握
だ
多

い
に
し
て
も
土
大
家
が
知
り
柑
ろ
な
ら
ば
知
り
た
い
と
血
っ
て

厨
ろ
布
､
其
れ
が
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の
如
き
芯
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し
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粗
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も
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山
tf=
が
風
化

に
よ
っ
て
数
多
の
山方
脚
土
塊
,伸
也
ず
る
tIを
ほ
此
韓

の
物
は
漠
カ
に
よ
り
攻
鰐
に
傾
斜
阿
TS
路
側
す
る
､1
の
で
､
傾
斜
の

少
い
所
で
は
こ
の
移
動
は
仲
め
て
絞
悦
で
あ
る
が

､
多
少
で
も
傾
斜

が
あ
る
以
･Liは
必
ず
行
ほ
れ
る
｡
デ
ダ
イ
ス
代
は
之
,S
励
行
と
お
づ

け
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其
脱
榊
ほ
へ鼠
組
の
題
に
よ
る
胎
桁
の
担
北
.或
は
粗
度
の
増
減

で
あ
っ
て
御
物
の
移
卿
'樹
未
の
放
題
等
Jl
多
少
の
働
み
す
る
0盤
珍

な
満
山
の
朋
上
に
て
ほ
こ
の
作
用
は
比
収
的
火
で
あ
る
の
が
館
始
で

あ
る
0
叉
こ
の
作
用
は
時
と
し
て
は
地
形
に
種
々
な
奇
形
み
作
る
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叫
で
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k
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で
あ
る
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日
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ア
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プ
ス
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附
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け
る
岩
舟
の
絶
叫
状
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で
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取
払
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す

る
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1
の
一ー‡
即
ち
之

であ
っ
て
､
日
本
で
は
始
め
て
比
の
山
で
放
血
ざ

れ
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で
あ
る
と
云
ほ
れ
L
lが
'
共
闘
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か
-
チ
ユ
ア
吋
十
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之
れ
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､て
番
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に
冬
期
地

盤
の
縄
い
所
ま
で
次
郎
下
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な
っ
て
磯
放
し
て
厨
る
の
が
､
笈
に
な

っ
て
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暦
が
紫
や
融
け
る
と
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融
け
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淡
の
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底
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泉
に
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す
る
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し
､
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作
用
が
鹿
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に
起
っ
て
､
米
紙

叔
柵
い
泥
･J大
き
な
砂
磯
と
の
分
耽
作
用
が
神
ほ
れ
､
砂

磯
か
亀
叩

批
み
な
し
て
排
列
す
る
の
で
あ
る
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傾
斜
地
に
あ
る
相
木
が
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に
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っ
て
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の
･J
儲
狩
に
よ
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と
が
多
い
.｡
儲
狩
は
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暦
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れ
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約
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あ
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山
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放
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火
板

で
及

〔容
〕

醇
絡
伽
の
北
部
荊
地
み
形
成
す
る
山
地
で
あ
る
P
英
樹
で
は

ハ

イ
ラ
ゾ
ド
と
い
っ
て
ゐ
る
地
域
､
太
食
代
の
約
品
片
岩
か
ら
成
立
せ

る
蔑
脱

鵬
塊
か
r
永
河
の
利
剣

や
っ
く
る
=
r･J
光
ら
.越
し
さ
土
地
で

あ
る
､
其
中
火
にこ
ダ
レ
ン
屯
ア
の
狭
い
叫
大
地
鱗
が
あ
っ
て
､
=
り

地
碑
に
は
狭
長
な
湖

水
が

砧

へ
ら
れ
る
､
そ
の
湖
水
の
耐
緒
は
金
地

溝
碑
の
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に
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叫
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け
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油
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ら
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西
狩
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の
航
路
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捌
い
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で
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の
迩
河
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ド
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ア
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河
と
い
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の
述
河
の
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原
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ム
ピ
ア
りl番
地
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絹
破
ら
れ
る
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t
港
北
の
満
粒
脚

ハ
イ
ラ
ン
ド
は
､
巡
.%
り
ガ
か
ら

比
べ
ヵ
レ
ド
ニ
γ
山
地
と
も
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ほ
れ

る
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ス
コ
ツ
･i
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ン
ド
余
地
の

同
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が
地
燃
上
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山
脈
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㌦滋
穀
で
あ

っ
て
､
泉
河
の

払
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恥

谷

別
癖
奪
っ
-
る
こ
と
及
鼻
緒
典
海
港
に
淡
柾
谷
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.,
ふ
､
Ⅴ畏
額
粂
-

頻
似
し
て
ゐ
る
､
中
に
も
=
の
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
地
魂
は
そ
功
績
式
で

あ
っ
て
.
至
る
所
に
永
村
の
別
鴫
や
糾
勝
岡
私
も
つ
磐
石
が
姦
-
､

古
い
川
の
雑
穀
池
ぎ
り
蛾
石
で
聯
止
め
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籾
や
'
削
り
州
め
た
跡
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榊
つ
た
洩
い
物
故
な
ど
が
め
る
､
粥
の
指
揮
に
出
る
と
奴
江
が
多
-

こ
の
地
カ
の
譜
で
ブ
イ
か
ス
兇
相
打
･.h
油
と
解
せ
ら
れ
ム
地
形
み
な

す
'
こ

れ
は
永
河
が
朗
T,て
総
-
L
Ll音
い
時
代
の
河
道
が
将
に
沈

ん
だ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
0
こ
の
北
の
高
原
も
南
の
ダ
ラ
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ヒ
ア
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も
共
に
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米
の
方
に
傾
い
て
ゐ
る
か
ら
5
つ
の
チ
ル
テ
ッ
ド
グ
ロ
ッ

グ
で
､
其
の
傾
き
ほ
こ
の
方
向
に
流
れ
る
河
の
方
向
で
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v
わ
か
る

併
し
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ラ
･こ
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ア
ン
で
は
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,の
傾

斜
の
方
向
に
改
列
Li
放
れ
る
河
路

の
労
何
か
著
し
-
眼
に
づ
-

ハ
ブ
イ
ン
ド
か
ス
河
や
ス
ペ
イ
及
タ
イ

河
打
た
維
)
=
れ
托
河
が
拭
荻
の
少
い
射
石
払
超
ん
で
淡
れ
た
も
の

で
､
北
米
南
桝
に
姫
る
岩
石
の
暦
が
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関
に
塊
れ
て
ゐ
為
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に
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岩
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赦
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へ
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虫
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な
い
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や
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ど
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え
る
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地
で
'
=
れ
み
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語
で
i
I
ア
よ
い
ふ
'
ム

ー

ア
と
い
っ
て
も
沼
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と
縄
し
て
は
い

け
な
い
､
真
づ
不
毛
地
で

あ

る
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ン
ド
で
は
脚
い
別
放

さ
れ
た
巾
の
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､
沖

の
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が

や
の
ム
ー
ア
な
る
食
掛
私
も
つ
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で

声
る
P
併
し
=
の
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か

ら

飴
低
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糾
リ
取
ら
れ
た
映
*
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労
に

下
る
と
針
焚
樽

や

移

築

樹

が

繁

っ
て
ゐ
る
の
で
､
時
に
は
弟
は
し
い

湖
水
の
治
梓

に

白

描

の

癖

が

あ

り

､
採
々
と
し
て
織
れ
込
む
小
河
'

い
ス
/
＼
の

灘

'=Li
や

堀

沖

や

許

や

､
学
僧
の
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の
松
竹
な
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舟
､
貰

う
L
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和

な
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鼠

発

け

年
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千
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光
藤
に
風
解
ば
れ
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ハ
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ラ
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燐
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女
挿
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な
っ
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､
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有
効
な
の
は
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ム
ヒ
ア
ン
の
粥

にあ
る
ト
ロ
サ
ブ
〝
ス
で
ユ
r･
ソ

ト
の
湖
上
英
人
に
不
滅
の
生
命
私

印
た
口
･}
油
カ
ト
-
1
シ
で
あ
る

が
'
瓶
似
の
風
食
は
カ
レ
ド
ニ
ア
山
地
中
に
J
随
俳
に
存

す

る
｡

風
食
は
よ
い
と
し
て
-
何
に
し
て
i
A
I
ア
ラ
ン
ド
で
あ
る
､
土

地

は

赫
雑
だ
か
ら
率
う
し
て
放
牧
地
た
る
に
止
ま

る
､
=
J
に
羊
や
塙

布
飼
っ
て
ゐ
る
ケ
ル
ト
の
斜
視
で
あ
る
ハ
イ
ラ
〆
ダ
ー
の
生
折
や

'

そ
の
宗
族
ダ
ラ
ン
の
河
山
:
い
帆
問
に
閲
し

て
は
本

誌
に
鵜
川
教
授
が

迎
概
し
て
ゐ
る
岬

遊
妙
他
に
縫
っ
て
予
は
多
-
み
語
る
必
瀕
に
な
い

が
-
ふ

放
牧
額
は
､
ム
ー
ア
ラ
ン
ド
の
間
に
あ
る
狭
い
谷
地
に
於
て

if;｡妙

や拭
舶
私
作
り
草
や
鵜
を

か
つ
て
ゐ
る
が
､
功
放
浪
敗
か
･3
て

糾
さ
れ
た
牧
草
の
抱
も
今
日
は
細
締
上
か
う
し
た
不
地
産
の
地
に
は

屠
れ
泊
り
で
､
柑
外

に
格
任
す
る
も
の
多
-
､
人
-
家
帯
も
年
々
減

外
し
て
叩
く
､
そ
=
で
過
去
の
緋
地
は
'禅
び
帯
原

に
な
っ
て
し
立
っ

て
賄
の
み
が
盤
柵
し
て
ゆ
-
英
ー羽
柴
族
の
別
兆
が
谷
み
跨
き
峰
み
‥

･itjて
虞
い
狩
場
私
占
倒
し
て
尉
る
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が
特
に
背
し
い
漁
色
に
な
り
つ

1
あ
る
の
が
こ
の
山
地
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現
状
で
あ
る
O
L
か
L
梅
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に
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漁
紫
が
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盛

で
あ
っ
て
独
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へ
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､
イ
ン
バ
ネ
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ス
に
接
し
吏
ら
に
J
あ

北
高
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私
印
糊
し
て

岡
持
の
キ
ー
ル
､
オ
フ
ロ
グ
ホ

ア
ル
ス
に
油
L
)

へ
プ
-
デ
ス
島
群
と
誓
.'･t入
出
幹
練
と
な
る
｡
-
し
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紋
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つ
て

=
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高
段
払
拭
断
す
る
な
ら
ば
雑
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光
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弟
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叔
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ら
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追
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す
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-
ほ
脚
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で
あ
る
が

ア
イ
ル

ラ
ン

ド

ウ
エ
ー
ル
ス
､
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
等
英
脊
刺
繍
島
S
中
部
以

北
､

ス

カ
ソ
ヂ
ナ
ゲ
ヰ
ア
の
四
部
､
ぺ

-
レ
ン
椿
､
ス
ヒ
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